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青
森
県
労
連

第
32
回
定
期
大
会

と
き　

8
月
30
日
㈰
10
時　

　
　
　
　
　
　
　

〜
16
時
半

と
こ
ろ　

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
青
森
（
市
文

化
会
館
）

案
件 

①
20
年
度
方
針
案

 

②
19
年
度
決
算
・
監

査
報
告

 

③
20
年
度
予
算
案

 

④
大
会
宣
言
・
特
別

決
議
採
択

 

⑤
役
員
選
出

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
か
ら
、
今
年
は
「
ね
ぶ
た
祭

の
な
い
8
月
」
に
な
り
ま
し
た
。

正
直
、
そ
れ
ほ
ど
「
じ
ゃ
わ
め

く
」
事
は
な
い
私
で
も
、
や
っ

ぱ
り
祭
が
無
い
の
は
淋
し
さ
を

覚
え
ま
す
。
感
染
拡
大
が
止
ま

ら
ず
、
不
安
の
中
で
過
ご
す

日
々
は
「
ち
ょ
っ
と
つ
ら
い
」

で
す
。
皆
様
も
何
か
気
晴
ら
し

を
し
て
、
少
し
で
も
明
る
い
気

分
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
そ
ん

な
中
、
政
府
・
与
党
の
一
連
の

動
き
に
は
不
安
と
怒
り
を
覚
え

ま
す
。
感
染
拡
大
に
な
ん
ら
有

効
な
手
を
打
た
ず
、
必
要
の
な

い
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
な
ど
、
国
民
の
不

安
に
応
え
て
い
る
と
は
と
て
も

思
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
7

月
15
日
野
党
国
対
委
員
長
連
絡

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

状
況
を
考
え
て
延
期
を
求
め
る

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
同
日

の
衆
院
予
算
委
員
会
で
も
、
急

激
な
感
染
拡
大
が
継
続
中
の
東

京
都
な
ど
を
含
む
全
国
一
律
の

ト
ラ
ベ
ル
は
改
め
る
よ
う
政
府

を
追
及
し
て
い
ま
し
た
。
た

だ
、
野
党
の
弱
点
も
あ
り
ま

す
。
今
一
番
私
が
歯
が
ゆ
い
思

い
を
し
て
い
る
の
は
「
野
党
の

動
き
」
で
す
。
最
大
野
党
の
立

憲
と
国
民
は
相
変
わ
ら
ず
「
合

流
す
る
・
し
な
い
」
に
終
始
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
私

が
求
め
て
い
る
の
は
「
は
っ
き

り
と
方
向
性
を
示
す
野
党
」
で

す
。「
合
流
」
よ
り
も
「
共
同
」

優
先
で
、
政
府
・
与
党
と
違
う

方
向
性
を
は
っ
き
り
と
示
し
て

ほ
し
い
。
切
な
る
願
い
で
す
。

（
石
田
）

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

最
賃
一
〇
〇
〇
円
に
！

ど
し
ゃ
ぶ
り
の
中

大
間
集
会
に
４
０
０
名

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
て
、
7
月
10
日
に
青
森
駅
前

公
園
で
座
り
込
み
行
動
を
実
施

し
、
県
内
か
ら
34
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
青
森
駅
前
公
園
に
テ

ン
ト
を
設
営
し
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
1
時
30
分
ま
で
、
交
替

で
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。
途

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
世
界
中
に
拡

散
、
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
り
ま

せ
ん
。
感
染
者
は
１
６
０
０
万

人
、
死
者
は
65
万
人
。
特
に
ア

メ
リ
カ
は
感
染
者
４
２
３
万

人
、
死
者
約
15
万
人
（
7
月
28

日
現
在
）
と
感
染
拡
大
の
一
途

で
す
。

　

米
兵
や
家
族
は
、
日
米
地
位

協
定
に
よ
っ
て
入
管
法
や
検
疫

法
が
適
用
さ
れ
ず
、
チ
ャ
ー
タ

ー
機
で
横
田
や
嘉
手
納
・
三
沢

な
ど
米
軍
基
地
に
フ
リ
ー
パ
ス

で
入
国
し
て
い
ま
す
。
基
地
内

の
米
兵
の
感
染
は
世
界
中
に
拡

中
、
奥
村
議
長
他

3
名
で
青
森
労
働

局
と
の
懇
談
を
実

施
し
、
最
低
生
計

費
調
査
結
果
に
基

づ
き
「
都
市
部
と

地
方
と
の
生
計
費

比
較
で
は
、
ほ
と

ん
ど
格
差
の
な

い
」
こ
と
を
資
料

で
示
し
な
が
ら
説

明
し
、
全
国
一
律

最
低
賃
金
制
度
の

実
現
を
求
め
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
山
形
県
知
事

が
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の

確
立
を
政
府
に
要
望
し
て
い
る

こ
と
、
自
民
党
内
部
に
最
低
賃

金
一
元
化
推
進
議
員
連
盟
が
発

足
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
度
の
確
立
を
求
め
る
声

は
、
幅
広
い
運
動
に
な
っ
て
き

た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

青
森
県
の
最
低
賃
金
で
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
月
収

は
13
万
円
余
に
し
か
な
ら
ず
、

税
金
・
社
会
保
険
料
、
ア
パ
ー

ト
代
、
光
熱
水
費
、
車
の
維
持

費
、
携
帯
電
話
の
使
用
料
な
ど

を
支
払
う
と
、
食
費
を
ね
ん
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
で
は
、
憲
法
が
規
定
し
て
い

る
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
」
を
営
む
こ
と
な
ど

到
底
で
き
ま
せ
ん
。
青
森
労
働

局
の
賃
金
室
長
は
、
「
要
請
内

容
は
、
本
省
に
伝
え
る
」
と
答

え
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
同
時
に
実
施
し
た
「
最

低
賃
金
に
か
か
る
シ
ー
ル
投

票
」
で
は
、
青
森
県
の
最
低

賃
金
を
間
違
え
た
人
が
29
人

（
34
・
1
％
）
い
ま
し
た
。
ま

大
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
政
府
は
感
染
者
数
や
経

路
な
ど
に
つ
い
て
は
軍
事

上
の
理
由
で
公
表
し
て
い

ま
せ
ん
。
在
日
米
軍
の
感

染
も
公
表
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
批
判
に
押
さ
れ
て

21
日
か
ら
公
表
を
し
ま
し

た
。
そ
の
時
点
で
は
沖
縄

基
地
全
体
１
２
１
名
、
三

沢
基
地
3
名
な
ど
、
計

１
４
０
名
で
し
た
が
、
25

日
に
は
沖
縄
基
地
だ
け
で

２
２
９
名
と
急
速
に
拡
大

駅前公園の210分の座り込み

県危機管理課に手交する田中代表委員

三
沢
基
地
米
兵
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

ー
地
位
協
定
の
見
直
し
を
ー

し
て
い
ま
す
。

　

県
平
和
委
員
会
は
27
日
、
三

村
知
事
に
対
し
て
「
米
軍
関
係

者
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
要

請
書
」
を
提
出
、
以
下
の
こ
と

を
要
請
し
ま
し
た
。
米
軍
に
対

し
て
①
感
染
者
数
・
感
染
経
路

な
ど
の
情
報
の
迅
速
な
提
供
②

感
染
者
の
基
地
内
で
の
隔
離
③

入
管
法
・
検
疫
法
の
適
用
④
基

地
内
の
日
本
人
従
業
員
全
員
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
。
政
府
に

対
し
て
日
米
地
位
協
定
の
見
直

し
を
要
請
す
る
こ
と
。

国
会
議
員
も
激
励

県
9
条
の
会
の
署
名

改
憲
発
議

反
対
署
名

　

安
倍
首
相
は
、
6
月
20
日
の

橋
本
元
大
阪
府
知
事
と
の
対
談

で
「
自
民
党
総
裁
の
任
期
は
1

年
3
カ
月
あ
る
。
何
と
か
任
期

中
に
国
民
投
票
ま
で
行
き
た

い
」
と
の
発
言
に
続
い
て
、
麻

生
派
の
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
動

画
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
「
自
民
党
総

裁
任
期
中
に
憲
法
改
正
を
成
し

遂
げ
た
い
。
そ
の
決
意
に
変
わ

り
は
な
い
」
と
強
調
し
、
改
憲

に
な
み
な
み
な
ら
な
い
意
欲
を

し
め
し
ま
し
た
。
首
相
が
い
の

一
番
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
憲
法
99
条
の
「
憲
法
尊
重
擁

護
の
義
務
」
に
違
反
す
る
も
の

で
、
首
相
と
し
て
失
格
で
す
。

　
「
安
倍
改
憲
Ｎ
ｏ
！
全
国
市

民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
「
戦
争
さ

せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員
会
」
連
名

の
ア
ピ
ー
ル
「『
改
憲
発
議
反

対
全
国
緊
急
署
名
』
の
継
続
で
、

安
倍
９
条
改
憲
に
終
止
符
！
」

を
発
表
、
緊
急
署
名
に
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

県
９
条
の
会
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
よ
っ
て
4
月
14
日
か

ら
中
断
を
し
て
い
た
署
名
活
活

動
を
、
6
月
13
日
か
ら
再
開
し

ま
し
た
。
署
名
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
ほ
ど
集
ま
り
ま
せ
ん
が
毎
回

20
筆
前
後
は
集
約
、
安
倍
首
相

に
対
す
る
怒
り
の
声
が
た
く
さ

ん
寄
せ
ら
れ
、
市
民
と
の
対
話

が
弾
ん
で
い
ま
す
。

　

7
月
14
日
、
青
森
市
さ
く
ら

野
デ
パ
ー
ト
前
で
の
街
頭
宣

伝
・
署
名
行
動
に
県
労
連
や
憲

法
ネ
ッ
ト
な
ど
16
名
が
参
加
、

30
分
で
署
名
が
19
筆
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

た
、
生
活
す
る
の
に
最
低
必
要

な
時
給
に
は
、
９
０
０
円
と

答
え
た
人
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

１
０
０
０
円
と
答
え
た
人
が
38

人
（
42
・
2
％
）
、
１
２
０
０

円
が
32
人
（
35
・
6
％
）
、

１
５
０
０
円
が
20
人
（
22
・
2

％
）
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
今

す
ぐ
１
０
０
０
円
、
そ
し
て

１
５
０
０
円
」
の
要
求
が
、
市

民
感
覚
と
も
一
致
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
座
り
込
み
行
動
に

は
、
日
本
共
産
党
の
高
橋
千
鶴

子
衆
院
議
員
、
岩
淵
友
参
院
議

員
、
船
山
由
美
衆
院
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
候
補
、
斎
藤
美
緒
県
書
記

長
が
激
励
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
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挨拶する大竹会長

昨年１１月の共済学校

児
童
ク
ラ
ブ

で
働
い
て
お
り
ま
す
が
、
も
う

す
ぐ
別
会
社
に
委
託
さ
れ
、
市

職
員
の
扱
い
で
は
な
く
な
り
ま

す
。
組
合
に
入
っ
て
１
年
も
経

っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
先
ど
う

な
る
の
か
、
ま
だ
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
不
安
で
す
が
、

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
角

田
潤
子
・
五
所
川
原
市
職
労
）

メ
デ
�
ア
遠
隔
授
業
も

も
う
２
カ
月
。
月
〜
土
講
義
、

我
々
大
変
で
す
が
・
・
・
学
生

達
も
。
夏
休
み
が
待
ち
遠
し
い

学
生
・
・
・
し
か
し
・
・
・
コ

ロ
ナ
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？

（
本
多
和
茂
・
弘
大
職
組
）

こ
こ
何
日
も

夕
焼
け
を
見
て
い
ま
せ
ん
。
部

屋
の
温
度
計
に
カ
ビ
・
ダ
ニ
注

意
報
が
出
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
・

熱
中
症
を
は
じ
め 

注
意
す
る

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
大
変
で
す
。

（
久
保
田
栄
美
・
県
教
組
）

話
題
の
本

結
成
30
周
年
記
念
誌

(

市
文
化
会
館)

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の

た
め
、
座
席
２
３
４
に
人
数
制

限
を
し
て
約
40
名
が
参
加
し
ま

　

7
月
18
日
、
第
24
回
県
社

会
保
障
推
進
協
議
会(
県
社
保

協)

定
期
総
会
が
青
森
市
リ
ン

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

「
妻
の
ト
リ
セ
ツ
」
を
読
ん
だ
。

女
性
と
男
性
の
悩
み
の
仕
組
み

の
違
い
を
知
り
、
こ
れ
ま
で
の

わ
た
し
に
対
す
る
妻
の
理
不
尽

な
言
動
が
良
く
分
か
っ
た
。
男

性
の
脳
の
仕
組
み
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
ぜ
ひ
女
性
に
も

読
ん
で
も
ら
い
た
い
。
40
年
前

に
こ
の
本
に
出
会
え
て
い
た
ら

と
思
う
（
中
道
博
章
・
年
金
者

組
合
）

毎
月
の
女
子
会

再
開
の
連
絡
が
入
り
、
皆
と
逢

え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
マ
ス

ク
着
用
し
、
対
面
を
避
け
て
離

れ
て
着
席
し
、
短
時
間
で
終
了

す
る
？
は
た
し
て
ど
ん
な
会
合

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、
想
像

し
て
い
ま
す
。（
伊
藤
孝
子
・

年
金
者
組
合
家
族
）

　

7
月
27
日
、
県
労
連
会
議
室

で
全
労
連
共
済
青
森
支
部
第
11

回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
役

員
・
代
議
員
12
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
奥
村
榮
運
営
委
員
長

（
県
労
連
議
長
）
が
主
催
者
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
、
共
済
は

賃
金
抑
制
や
社
会
保
障
制
度
の

改
悪
の
も
と
で
、
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
助
け
合
い
制
度
で
あ

る
と
強
調
、
共
済
制
度
の
拡
大

が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。　

今
正
則
副
運
営
委
員
長

が
19
年
度
の
取
り
組
み
と
20
年

度
の
方
針
案
、
決
算
・
予
算
案

を
提
案
し
ま
し
た
。
全
労
連
共

済
青
森
支
部
の
到
達
点
に
つ
い

て
、
組
織
共
済
２
１
３
名
、
火

災
共
済
53
名
、
交
通
災
害
共
済

30
名
、
共
済
分
所
5
団
体
に
そ

れ
ぞ
れ
前
進
し
た
と
報
告
し
ま

病
床
22
％
削
減
の
県
地

域
医
療
構
想
の
撤
回
を

全
労
連
共
済

青
森
支
部
総
会

年
金
者
組
合

県
本
部
大
会

拡
大
は
8
町
村
に
増
え
た
こ
と
、

就
学
援
助
制
度
の
入
学
援
助
金

の
前
倒
し
が
29
自
治
体
に
拡
大

す
る
一
方
、
国
保
の
均
等
割
り

か
ら
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
対

象
外
に
す
る
こ
と
の
要
求
は
前

進
し
な
か
っ
た
と
報
告
し
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
４
２
４
病
院

に
統
廃
合
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
県
内
病
院
と
の
懇
談
に
つ
い

第357回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
９
月
15
日

●
発
表
＝
10
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

357
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
「
向
日
葵
」
の
読
み
方
は

④
話
の
や
り
と
り
。
英
…
…

⑥
鳴
か
な
い
セ
ミ
は
オ
ス
？
そ

れ
と
も
メ
ス
？

⑦
混
み
過
ぎ
た
状
態

⑨
革
が
化
け
る
と
？

⑪
飼
い
主
の
い
な
い
猫

⑬
こ
と
わ
ざ
「
…
…
よ
り
年
の

功
」

⑮
人
差
し
指
と
中
指
で
…
…
サ

イ
ン
を
出
す

⑯
度
量
●
の
単
位
で
「
千
」

⑰
映
画
で
は
西
部
劇

⑲
水
の
都
の
名
物
の
小
舟

㉑
夏
は
枝
豆
で
…
…
ビ
ー
ル

㉒
ス
ピ
ー
ド
。
…
…
制
限

㉔
つ
る
つ
る
し
た
表
面

㉖
利
子
や
金
利

㉗
入
り
乱
れ
て
立
つ
こ
と

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
乙
・
織
・
か
ぐ
や

②
皮
に
網
目
の
筋
が
あ
る
、

ジ
ャ
コ
ウ
と
呼
ば
れ
る

果
実

③
着
せ
替
え
人
形
の
代
名
詞

…
…
人
形

④
時
代
劇
の
俳
優
が
か
ぶ
り

ま
す

⑤
一
般
的
に
は
五
百
円
玉

⑧
人
の
境
遇
。
…
…
相
談

⑩
鬼
の
頭
に
生
え
て
い
ま
す

⑫
青
森
の
有
名
な
夏
行
事
、

今
年
は
中
止
で
す

⑬
氷
水
と
も
言
い
ま
す

⑭
出
か
け
て
楽
し
み
ま
す

⑱
サ
ウ
ナ
風
呂
の
…
…
時
計

⑳
履
物
を
は
い
た
ま
ま
の
足

㉓
出
船
の
時
に
鳴
ら
し
ま

㉕
七
つ
の
次
の
数

第
355
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

《
当
選
者
》
23
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。
工
藤
内
記
（
年
金
者

組
合
）
佐
藤
ミ
ド
リ
（
年
金

者
組
合
）
葛
西
慎
弥
（
年
金

者
組
合
）
角
田
潤
子
（
五
所

川
原
市
職
労
）太
田
一
徳（
国

土
交
通.

航
空
）

　

7
月
25
日
、
年
金
者
組
合
県

本
部
は
第
32
回
定
期
大
会
を
青

森
市
文
化
会
館
で
開
催
、
代
議

員
・
執
行
部
を
含
め
て
57
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

千
代
谷
委
員
長
は
、
「
結
成

30
周
年
記
念
誌
」
を
刊
行
し
た

こ
と
を
紹
介
、
こ
れ
か
ら
の
年

金
者
組
合
運
動
へ
の
活
用
と
年

金
裁
判
勝
利
の
た
め
に
奮
闘
し

よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

し
た
。
ま
た
、
年
金
者
組
合

む
つ
支
部
は
組
織
共
済
に
25

名
の
組
合
員
全
員
が
加
入
、

自
動
車
共
済
・
火
災
共
済
・

個
人
賠
償
責
任
共
済
を
宣

伝
、
組
合
加
入
に
つ
な
げ
て

い
る
経
験
も
紹
介
し
ま
し

た
。　

参
加
者
か
ら
自
動
車

共
済
と
医
労
連
自
動
車
共
済

と
の
合
併
が
見
送
ら
れ
た
の

は
な
ぜ
か
、
と
の
質
問
が
あ

り
、
自
動
車
共
済
に
代
理
店

し
た
。

　

大
竹
進
会
長
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
コ
ロ
ナ
感
染
状

況
に
触
れ
、
死
亡
率
が

15
％
と
世
界
一
高
い
の
は
、

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
よ
る

病
院
の
縮
小
な
ど
社
会
保

障
制
度
の
改
悪
に
よ
る
も

の
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

津
川
事
務
局
次
長
は
、

19
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。
秋
の
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
つ
い

て
、
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
の
高
校
卒
業
ま
で
の

田
中
書
記
長
は
、
19
年
度
の
活

動
と
20
年
度
方
針
案
を
提
案
し

ま
し
た
。
青
森
地
裁
の
青
森
年

金
裁
判
に
対
す
る
不
当
判
決
を

批
判
、
仙
台
高
裁
の
控
訴
審
の

勝
利
に
向
け
て
公
正
判
決
を
求

め
る
署
名
と
傍
聴
行
動
、
裁
判

募
金
の
取
り
組
み
を
訴
え
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
工
夫
し
な

が
ら
レ
ク
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を

展
開
、
仲
間
増
や
し
の
活
動
を

地
道
に
展
開
し
よ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

　

昨
年
再
建
し
た
む
つ
支
部

は
、
憲
法
署
名
、
年
金
支
給
日

行
動
や
旺
盛
な
レ
ク
や
サ
ー
ク

ル
活
動
を
展
開
し
つ
つ
11
名
拡

大
し
た
こ
と
。
三
八
支
部
は
、

舘
鼻
岸
壁
や
コ
ー
プ
店
前
で
の

旺
盛
な
署
名
活
動
、
税
金
学
習

会
で
税
金
還
付
の
実
現
な
ど
を

報
告
し
ま
し
た
。
最
後
に
千
代

谷
委
員
長
・
田
中
書
記
長
な
ど

役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

づ
く
り
が
困
難
に
な
っ
た
た
め

と
回
答
し
ま
し
た
。

　

奥
村
運
営
委
員
長
・
今
副
委

員
長
・
檜
山
事
務
局
長
を
選
出

し
て
終
了
し
ま
し
た
。

て
、
板
柳
中
央
病
院
、
か
な
ぎ

病
院
と
の
懇
談
が
実
現
、
コ
ロ

ナ
感
染
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
の
病
院
や
保
健
所
等
の

縮
小
政
策
の
見
直
し
の
重
要
性

が
再
確
認
さ
れ
た
と
報
告
し
ま

し
た
。

　

20
年
度
の
活
動
方
針
の
主
な

も
の
は
、
①
コ
ロ
ナ
禍
の
国

保
・
介
護
・
後
期
高
齢
者
の
保

険
料
の
減
免
②
高
校
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
③
就
学
援
助
前
倒

し
・
学
校
給
食
費
の
無
料
化
④

４
２
４
病
院
統
廃
合
の
見
直
し

等
で
す
。
最
後
に
大
竹
会
長
の

再
任
と
事
務
局
長
に
下
舘
大
史

さ
ん
を
新
た
に
選
出
し
て
終
了

し
ま
し
た
。


